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地震時の摩擦発熱による断層物質中の無機炭素量の減少

Decreasing of inorganic carbon content of fault-related materials by frictional heating
during an earthquake
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近年の断層掘削プロジェクトでの断層解析の結果，地震時の断層滑りの摩擦発熱による断層物質の化学変化が指摘さ
れている. しかし，摩擦発熱による化学反応の機構や速度は充分に報告されていない．これらの反応の詳細と,地震時の
断層における最高到達温度の推定のため,台湾チェルンプ断層での母岩試料を用いた加熱実験と全炭素量の分析を行った.
まず,電気炉を用いて摩擦発熱による断層の熱履歴を模擬し,断層模擬物質 (母岩のシルト岩)の加熱実験を行った. 次に，
加熱後の試料の全炭素量の測定を元素分析装置（CHNS）を用いて行った．その結果，加熱温度が高いほど全炭素量が有
意に減少することが明らかになった．この断層模擬物質中の炭素は主として炭酸塩鉱物（もしくは有機物とグラファイ
ト）として存在し，高温下では二酸化炭素の発生を伴う炭酸塩鉱物の熱分解が生じたと推定される．そこで，加熱前後
の試料中の無機炭素量の含有量の変化を調べるため，断層模擬物質の酸分解によって発生した二酸化炭素量を，ガスセ
ル赤外分光法によって測定する分析手法を検討している．


